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テ
ダ
と
は
「
太
陽
」
を
意
味
す
る
沖
縄
固
有
の
語
で
あ
り
、
「
お
も
ろ

さ
う
し
』
（
一
五
一
一
一
一
～
’
六
二
一
一
一
年
）
に
も
す
で
に
「
て
だ
」
と
表
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
仲
原
善
忠
・
外
間
守
善
「
お
も
ろ
さ
う
し

辞
典
・
総
索
引
（
第
二
版
皀
（
角
川
書
店
、
’
九
七
八
年
）
の
解
説
か
ら

見
て
お
こ
う
。

外
間
守
善
『
日
本
語
の
世
界
９
ｌ
沖
縄
の
一
一
一
一
口
葉
ｌ
」
（
中
央
公
論
社
、

は
じ
め
に

〈
論
文
〉

―
ア
ダ

太
陽
。
按
司
。
王
。
原
義
は
太
陽
で
あ
る
が
、
後
に
時
の
支
配
者
、

権
力
者
で
あ
る
按
司
や
壬
な
ど
を
讃
美
し
敬
称
す
る
こ
と
ば
と
し
て

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
て
だ
の
語
源
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
っ
て

定
ま
ら
な
い
。 （
太
陽
）
の
語
源

一
九
八
一
年
）
所
収
の
「
太
陽
を
意
味
す
る
沖
縄
古
語
」
は
、
そ
の
冒
頭

で
上
（
日
）
と
テ
ダ
（
太
陽
）
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
る
（
’
七

九
頁
）
。太
陽
を
意
味
す
る
現
代
の
琉
球
方
言
に
は
、
フ
ィ
ー
（
ヒ
ー
）
と

テ
ィ
ー
ダ
（
テ
ィ
ー
ラ
）
の
一
一
系
統
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
フ
ィ
ー

ひ
ひ

が
本
土
方
一
一
一
一
口
で
‘
も
使
わ
れ
る
お
日
様
の
日
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い

が
、
テ
ィ
ー
ダ
の
語
源
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
っ
て
定
ま
ら
な
い
よ
う

で
あ
る
。
フ
ィ
ー
と
テ
ィ
ー
ダ
と
は
、
音
韻
論
的
な
対
応
関
係
も
見

出
せ
な
い
の
だ
か
ら
ま
っ
た
く
別
系
統
の
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
フ
ィ
ー
か
ら
テ
ィ
ー
ダ
に
変
っ
た
と
か
、
テ
ィ
ー
ダ
か
ら

フ
ィ
ー
に
変
っ
た
と
か
い
う
関
係
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
そ
う
な
る

ひ

と
、
テ
ィ
ー
ダ
と
い
う
語
が
「
日
」
以
外
の
日
本
語
と
関
係
が
あ
る

か
、
あ
る
い
は
日
本
語
流
入
以
前
の
基
層
語
の
残
影
か
、
あ
る
い
は

ま
た
琉
球
方
一
一
一
一
口
独
自
に
派
生
さ
せ
た
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ざ

間
宮
厚
司
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テダ（太陽）の語源

以
下
、
先
行
研
究
を
的
確
に
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
－
の
面
も
含
め
て
整

理
し
て
い
る
、
外
間
守
善
「
日
本
語
の
世
界
９
ｌ
沖
縄
の
言
葉
ｌ
」
の

「
テ
ダ
の
語
源
に
関
す
る
諸
説
」
（
一
八
一
頁
～
）
を
引
用
し
つ
つ
、
テ
ダ

ま
た
、
中
本
正
智
『
図

の
「
太
陽
」
の
項
（
’
’
三
【

る
簡
潔
な
記
述
が
見
え
る
。

本
稿
で
は
、
い
ま
だ
決
定
さ
れ
て
い
な
い
テ
ダ
（
太
陽
）
の
語
源
に
つ

い
て
、
検
討
を
加
え
る
。

太
陽
を
意
味
す
る
琉
球
語
の
テ
ィ
ダ
は
、
日
本
語
の
南
方
語
起
源
説

の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
語
で
あ
る
。
初
め
「
日
本
人
と
南
洋
」
（
新

村
出
「
東
方
言
語
史
叢
考
」
一
九
一
一
七
年
）
で
指
摘
さ
れ
た
。
以
後
、

安
藤
正
次
等
に
よ
っ
て
南
方
語
起
源
説
が
議
論
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
ま
た
一
方
で
は
、
「
テ
ィ
ダ
の
語
源
」
（
亀
井
孝
、
昭
和
一
一
一

七
年
）
、
「
琉
球
方
言
の
太
陽
を
意
味
す
る
語
に
つ
い
て
」
（
上
村
孝

一
「
昭
和
一
一
一
八
年
）
に
お
い
て
、
「
天
道
」
の
変
化
形
と
す
る
漢
語

起
源
説
が
行
わ
れ
て
き
た
。
甲
乙
定
め
難
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

い
ま
一
つ
、
「
照
る
」
説
（
仲
原
善
忠
の
テ
リ
ヤ
、
宮
良
当
壮
の
テ

ル
主
）
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

る
を
得
な
い
。

百
『
図
説
琉
球
語
辞
典
」
（
金
鶏
社
、
’
九
八
一
年
）

（
’
’
三
四
頁
）
に
は
、
テ
ダ
の
語
源
説
の
変
遷
に
関
す

右
の
よ
う
に
テ
ダ
（
太
陽
）
の
語
源
を
、
台
湾
ア
ミ
語
の
チ
ダ
ル
（
太

陽
）
・
マ
レ
ー
語
の
シ
ナ
ル
（
日
光
）
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
の
シ
ナ
（
月
）
な

ど
に
求
め
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
語
と
同
系
統
で
あ
る

こ
と
が
確
実
に
証
明
さ
れ
た
他
言
語
が
現
在
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
語
形
と
語
義
が
単
に
類
似
し
て
い
る
だ
け
で
関
係

づ
け
る
の
は
信
懸
性
に
欠
け
る
と
一
一
一
一
口
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
と
は
別
に
、
『
古
事
記
」
や
『
日
本
書
紀
」
に
見
ら
れ
る
ト
ダ
ル

や
チ
ダ
ル
を
テ
ダ
（
太
陽
）
と
結
び
つ
け
る
の
に
も
問
題
が
あ
る
と
恩

最
初
に
、
新
村
出
と
安
藤
正
次
が
提
唱
し
た
南
方
語
系
説
か
ら
始
め
よ

う
（
「
日
本
語
の
世
界
９
ｌ
沖
縄
の
一
一
一
一
口
葉
ｌ
」
の
一
八
一
頁
）
。

の
語
源
は
ど
の
説
が
最
も
適
切
な
の
か
、
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

初
め
て
テ
ダ
の
語
源
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
た
の
は
新
村
出
と
思

わ
れ
る
が
、
新
村
は
台
湾
の
ア
ミ
語
の
太
陽
を
意
味
す
る
チ
ダ
ル
が

転
じ
て
テ
ダ
に
な
っ
た
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
（
「
日
本
人
と
南
洋
」

『
東
方
時
論
」
大
正
六
年
）
。
次
に
安
藤
正
次
は
、
「
古
事
記
』
な
ど

の
古
語
に
結
び
つ
け
な
が
ら
南
方
語
に
テ
ダ
の
語
源
を
求
め
る
考
え

方
で
、
「
古
事
記
」
の
ト
ダ
ル
、
チ
ダ
ル
（
光
る
、
輝
く
）
、
台
湾
ア

ミ
語
の
チ
ダ
ル
（
太
陽
）
、
マ
レ
ー
語
の
シ
ナ
ル
（
日
光
）
、
ポ
リ
ネ

シ
ア
語
の
シ
ナ
（
月
）
な
ど
同
系
の
語
で
あ
ろ
う
と
説
く
（
「
登
陀

流
・
血
垂
考
」
「
古
典
と
古
語
』
昭
和
十
年
）
。
新
村
、
安
藤
の
考
え

方
は
テ
ダ
の
語
源
を
南
方
語
に
関
連
づ
け
て
い
る
も
の
で
、
ひ
と
ま

ず
南
方
語
系
説
と
で
も
名
づ
け
て
お
こ
う
。
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次
に
、
「
照
ら
」
か
ら
の
転
誰
説
を
検
討
す
る
（
『
日
本
語
の
世
界
９
ｌ

沖
縄
の
言
葉
ｌ
」
の
一
八
一
頁
～
一
八
一
一
頁
）
。

こ
こ
か
ら
、
チ
ダ
ル
は
「
千
足
」
、
ト
ダ
ル
は
「
十
足
」
と
解
す
る
の

が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
チ
ダ
ル
と
ト
ダ
ル
は
「
光
る
・
輝
く
」

の
意
で
な
く
な
る
か
ら
、
テ
ダ
（
太
陽
）
と
関
連
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
り
、
こ
の
点
か
ら
も
南
方
語
系
説
は
破
綻
を
来
す
。

現
行
の
古
語
辞
典
で
調
べ
る
と
、
、
の
チ
ダ
ル
は
「
十
分
に
満
ち
足

り
る
」
意
で
、
語
源
は
九
括
弧
の
中
に
示
し
た
原
文
と
同
じ
「
千

足
」
。
⑥
の
ト
ダ
ル
は
未
詳
語
と
し
つ
つ
、
「
十
分
に
満
ち
足
り
る
」
意

か
、
と
す
る
も
の
が
多
い
。
「
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
上
代
編
』
を
見
る

と
、
ト
ダ
ル
の
【
考
】
の
最
後
に
次
の
記
述
が
見
え
る
。

、ハノ。

や
ま
と

ｋ
…
’

＠
日
本
は
浦
安
の
国
、
細
戈
ち
だ
る
（
千
足
）
国
［
日
本
書
紀
・
神

武
］
靜
鱸
…
…
ｌ

⑪
天
つ
神
の
御
子
の
天
津
日
継
知
ら
し
め
す
と
だ
る
（
登
陀
流
）
天
の

み
す

御
巣
な
し
て
［
古
事
記
・
上
］

ソ
ダ
し

「
八
十
種
と
曾
太
礼
る
」
（
仏
足
石
歌
）
の
ソ
ダ
ル
が
十
Ⅱ
Ⅱ
足
ル
だ
と

ｆ

す
る
と
、
十
Ⅱ
足
ル
、
千
Ⅱ
足
ル
ｊ
科
）
考
え
ら
れ
る
。

￣

■■■■■■■■■

南
方
語
系
説
に
対
し
て
、
「
照
ら
」
か
ら
の
転
訓
説
は
、
い
つ
頃
、

誰
が
言
い
始
め
た
も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
仲
原
善
忠
は
そ
の

箸
『
お
も
ろ
新
釈
』
（
昭
和
三
十
一
一
年
）
に
「
テ
ダ
の
語
源
は
明
ら

か
で
な
い
。
テ
リ
ヤ
（
即
ち
照
る
も
の
）
か
ら
テ
ー
プ
に
な
り
、
ラ
行

ダ
行
の
混
同
か
ら
テ
ダ
に
か
わ
っ
た
と
説
か
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

仲
原
が
生
前
私
に
語
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
テ
リ
ヤ
↓
テ
ー
プ

↓
テ
ダ
と
い
う
転
訓
を
考
え
た
人
は
柳
田
国
男
で
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
柳
田
の
論
文
に
そ
の
こ
と
を
文
字
化
し
た
も
の
は
い
ま

だ
に
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
ぶ
ん
口
述
で
で
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
村
の
前
出
論
文
再
掲
（
「
東
方
言
語
史
叢

考
」
昭
和
二
年
）
の
補
注
に
よ
れ
ば
、
「
琉
球
語
の
テ
ダ
（
日
）
の

如
き
も
、
や
は
り
テ
ー
プ
（
照
）
の
転
音
と
見
る
べ
き
の
説
、
琉
球
語

学
者
間
に
有
力
と
な
れ
り
」
と
あ
り
、
そ
の
当
時
に
は
、
「
照
ら
」

か
ら
の
転
訓
説
が
新
村
説
に
対
す
る
別
な
考
え
方
と
し
て
出
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
琉
球
語
学
者
と
い
う
の
が
誰
を
さ
し
て
い
る

の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
当
時
の
人
と
い
え
ば
伊
波
普
猷
や
宮
良
当

壮
ら
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
仲
宗
根
政
善
に
よ
れ
ば
、
宮
良
は
「
天

道
」
か
ら
の
転
訓
説
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
「
東
西
南
北
」

『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
』
八
十
八
号
、
昭
和
四
十
四
年
）
。
し
か
し
、
宮
良
の
『
八

重
山
語
彙
」
（
昭
和
五
年
）
に
は
、
「
テ
ィ
ダ
」
に
「
照
る
神
の
義
か
」
、

「
テ
ィ
ダ
ン
・
ガ
ナ
シ
ィ
」
に
「
照
神
加
那
志
」
と
注
さ
れ
て
い
て
、

テ
ダ
の
語
源
を
「
照
る
」
に
結
び
つ
け
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
あ
る
い
は
そ
の
後
に
な
っ
て
「
天
道
」
か
ら
の
転
誰
を
考

え
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
、
不
明
で
あ
る
。

４
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テダ（太陽）の語源

こ
れ
ら
は
四
段
動
詞
の
未
然
形
が
、
そ
の
ま
ま
名
詞
化
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
四
段
動
詞
テ
ル
（
照
）
の
未
然
形
テ
ー
プ
を

名
詞
に
想
定
し
て
も
よ
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
考
え
る
の
に
祷
踏
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
右
に
列
挙
し
た
ツ
ク
（
築
）
・
ナ
フ
（
絢
）
・
ハ

ル
（
墾
）
・
ホ
ル
（
掘
）
は
す
べ
て
他
動
詞
な
の
に
、
テ
ル
（
照
）
の
場

合
は
自
動
詞
だ
か
ら
で
あ
る
。
用
例
数
が
十
分
で
な
い
か
ら
断
言
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
の
点
は
軽
視
で
き
ま
い
。

さ
ら
に
、
沖
縄
で
祭
司
を
つ
か
さ
ど
る
女
性
を
ノ
ロ
（
神
女
）
と
呼
び
、

そ
れ
で
は
、
こ
の
テ
ー
プ
（
照
）
が
テ
ダ
（
太
陽
）
に
転
訓
し
た
と
す
る

説
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か
を
確
か
め
た
い
。

第
一
に
、
テ
ー
プ
が
名
詞
形
に
な
り
得
る
の
か
、
と
い
う
点
を
検
討
し
た

い
。
通
常
、
動
詞
の
連
用
形
が
名
詞
（
例
え
ば
、
遊
ぶ
↓
遊
び
、
学
ぶ
↓

学
び
）
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
四
段
動
詞
の
未
然
形
が
名
詞
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
語
も
少
数
だ
が
存
在
す
る
。
例
を
示
そ
う
。

ツ
ク
（
築
［
士
な
ど
を
盛
っ
て
突
き
固
め
る
ご
↓
シ
カ
（
塚
［
人

為
的
に
士
な
ど
を
小
高
く
盛
っ
た
所
ご

ナ
フ
（
絢
［
細
長
い
糸
状
の
も
の
を
よ
り
合
わ
せ
る
Ｓ
↓
ナ
ハ

（
縄
［
紐
や
藁
な
ど
を
よ
り
合
わ
せ
た
も
の
］
）

ハ
ル
（
墾
［
新
し
く
土
地
を
切
り
開
く
ご
↓
ハ
ラ
（
原
［
広
々
と

し
た
平
地
ご

ホ
ル
（
掘
［
地
面
や
岩
な
ど
に
穴
を
あ
け
る
］
）
↓
ホ
ラ
（
洞
［
中

、
７
つ

が
空
ろ
な
深
い
穴
］
）

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
も
例
が
あ
る
が
、
ノ
ロ
は
四
段
動
詞
ノ
ル
（
宣
）

の
未
然
形
ノ
ラ
が
母
音
交
替
し
た
ノ
ロ
が
名
詞
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
根
拠
と
し
て
、
ノ
ル
（
告
・
宣
）
に
反
復
・
継
続
の
意
を
表
す
接
尾

語
フ
が
付
く
と
ノ
ロ
フ
（
呪
）
に
な
る
が
、
接
尾
語
フ
は
四
段
動
詞
の
未

然
形
に
接
す
る
の
で
、
ノ
ロ
フ
の
ノ
ロ
と
い
う
語
形
は
未
然
形
相
当
と
認

め
ら
れ
、
こ
れ
は
沖
縄
の
ノ
ロ
（
神
女
）
と
関
連
す
る
に
相
違
な
い
。
そ

し
て
、
そ
の
ノ
ル
（
宣
）
も
他
動
詞
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
四
段
自
動
詞
テ
ル
（
照
）
か
ら
テ
ー
プ
（
太
陽
）
が
派
生

す
る
図
式
を
想
定
す
る
の
は
、
四
段
自
動
詞
の
未
然
形
が
名
詞
化
し
た
例

が
見
出
せ
な
い
以
上
、
成
立
し
づ
ら
い
と
判
断
し
て
お
く
の
が
無
難
で
あ

る
。第
一
一
に
、
他
動
詞
テ
ル
（
照
）
↓
テ
ラ
の
名
詞
化
を
仮
に
認
め
た
と
し

て
も
、
次
な
る
段
階
の
テ
ー
プ
↓
テ
ダ
（
太
陽
）
と
い
う
、
ｒ
↓
ｄ
の
子
音

変
化
は
大
丈
夫
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
中
本
正
智
「
琉
球
方
言
音
韻
の

研
究
」
（
法
政
大
学
出
版
局
、
’
九
七
六
年
）
を
参
考
に
し
て
、
ｒ
↓
ｄ

と
．
↓
ｒ
の
ど
ち
ら
が
多
い
の
か
確
か
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
．
↓

ｒ
の
ほ
う
が
複
数
の
地
域
で
、
し
か
も
語
例
も
豊
富
に
存
す
る
こ
と
が
わ

か
る
。

右
の
ｄ
↓
ｒ
の
現
象
が
見
ら
れ
る
一
一
一
つ
の
方
一
一
一
一
回
に
は
、
こ
こ
で
問
題
に

ｒ
↓
ｄ
の
例
Ｏ
沖
縄
名
護
の
「
下
り
る
」
の
、
が
山
に
変
化
（
四
○

二
頁
）
。

ｄ
↓
ｒ
の
例
。
糸
満
方
一
一
一
一
口
（
一
一
九
六
頁
）
・
久
高
方
言
（
三
○
一
頁
）
・

辺
戸
名
方
一
一
一
一
口
（
一
一
一
○
六
頁
）
に
多
数
の
語
例
あ
り
。
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し
て
い
る
テ
ダ
（
太
陽
）
が
テ
ー
プ
に
変
化
し
た
語
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
テ
ダ
の
原
形
が
テ
ラ
（
照
）
だ
と
す
る
と
、
テ
ー
プ
↓
テ
ダ
↓
テ
ラ
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
い
う
変
化
は
考
え
に
く
い

の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
で
は
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
で
は
ど
う
か
。
ダ
行
と
う
行
の
双
方

で
書
か
れ
た
語
は
、
大
和
古
語
の
係
助
詞
ゾ
に
相
当
す
る
語
を
「
ど
」

「
ろ
」
で
表
記
し
た
例
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
論
「
「
お
も

ろ
さ
う
し
』
の
係
り
結
び
に
つ
い
て
」
（
「
沖
縄
文
化
』
六
一
号
、
一
九
八

三
年
九
月
）
で
論
じ
た
よ
う
に
「
ど
」
が
先
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
の

で
、
ｄ
↓
ｒ
の
例
と
認
め
ら
れ
る
。

大
和
古
語
に
目
を
転
じ
る
と
、
よ
く
知
ら
れ
た
歌
語
と
通
常
語
の
対
立

例
に
タ
ヅ
と
ツ
ル
（
鶴
）
、
カ
ハ
ヅ
と
カ
ヘ
ル
（
蛙
）
が
あ
る
。
｜
般
論

と
し
て
、
歌
語
が
通
常
語
よ
り
古
い
と
言
わ
れ
る
。
な
ら
ば
、
タ
ヅ
か
ら

ツ
ル
、
カ
ハ
ヅ
か
ら
カ
ヘ
ル
ヘ
と
転
じ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
ｄ
↓
ｒ

の
例
に
加
え
ら
れ
そ
う
だ
。

ち
な
み
に
、
大
阪
で
「
角
の
う
ど
ん
屋
」
を
カ
ロ
ノ
ウ
ロ
ン
ヤ
と
い
う

が
、
こ
れ
も
ｄ
↓
ｒ
へ
の
変
化
で
あ
る
。
よ
り
徹
底
的
に
調
査
し
な
け
れ

ば
確
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ｄ
↓
ｒ
の
変
化
の
ほ
う
が
起
こ
り
や

す
く
、
ｒ
↓
ｄ
の
例
は
数
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

結
局
、
テ
ー
プ
↓
テ
ダ
（
太
陽
）
の
音
変
化
を
完
全
に
否
定
す
る
と
こ
ろ

ま
で
は
い
か
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
小
さ
そ
う
だ
。

な
お
、
テ
リ
ヤ
（
照
る
も
の
）
↓
テ
ラ
↓
テ
ダ
と
い
う
転
訓
説
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
音
変
化
の
類
例
を
見
出
せ
な
い
の
と
、
そ
も
そ
も
ャ

が
何
で
あ
る
の
か
が
説
明
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
「
照
れ
屋
」
な
ど
の
ャ

（
屋
）
は
人
を
呼
ぶ
接
尾
語
だ
か
ら
、
テ
リ
ヤ
（
照
る
も
の
）
の
ャ
と
は

異
な
る
。
〈
動
詞
連
用
形
十
ヤ
〉
か
ら
で
き
た
他
の
名
詞
の
例
も
見
当
た

ら
な
い
。
要
す
る
に
、
こ
の
ャ
の
根
本
的
な
問
題
を
解
決
し
な
い
限
り
、

テ
リ
ヤ
説
は
信
囑
性
に
欠
け
る
と
一
一
一
一
口
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
か
ら
、
「
照
ら
」
お
よ
び
「
照
り
や
」
か
ら
の
転
誰
説
に
は
、
い

く
つ
か
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
点
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

最
後
に
、
「
天
道
」
の
音
変
化
と
見
な
す
漢
語
起
源
説
を
検
討
す
る

（
「
日
本
語
の
世
界
９
ｌ
沖
縄
の
言
葉
ｌ
』
の
一
八
二
頁
～
一
八
一
一
一
頁
）
。

「
天
道
」
か
ら
の
転
訓
を
考
え
て
論
文
化
さ
れ
た
最
初
の
も
の
は

亀
井
孝
に
よ
る
「
テ
ィ
ダ
の
語
源
」
Ｓ
山
田
孝
雄
追
憶
・
史
学
語
学

論
集
』
昭
和
三
十
七
年
）
で
あ
る
。
亀
井
は
、
テ
ィ
ダ
を
日
本
本
土

か
ら
古
く
に
流
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
語
源
は
、
漢
字
で
「
天

道
」
と
書
か
れ
る
か
た
ち
に
ひ
き
あ
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
、
と

し
て
い
る
。

亀
井
に
つ
い
で
「
天
道
」
か
ら
の
転
訓
を
考
え
た
論
文
に
、
上
村

孝
一
一
の
「
琉
球
方
言
の
太
陽
を
意
味
す
る
語
に
つ
い
て
」
〈
『
鹿
児
島

大
学
文
理
学
部
文
科
報
告
』
第
十
二
号
、
昭
和
一
一
一
十
八
年
）
が
あ
る
。

上
村
は
、
音
韻
的
に
も
意
味
論
的
に
も
漢
語
系
国
語
の
「
天
道
」
を

起
源
に
し
て
テ
ィ
ダ
と
い
う
語
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
文
献
例
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
琉
球
諸
方
一
一
一
一
口
の
例
を
豊
富
に
引

用
し
な
が
ら
論
を
進
め
て
い
る
。

｜｜’

６
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テダ（太陽）の語源

す
な
わ
ち
、
大
和
で
は
太
陽
を
表
す
言
い
方
と
し
て
、
〈
御
十
日
十
様
〉

と
〈
御
十
天
道
十
様
〉
の
二
種
が
あ
っ
て
、
「
日
」
と
「
天
道
」
の
両
語

は
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
、

「
太
陽
を
意
味
す
る
現
代
の
琉
球
方
言
に
は
、
フ
ィ
ー
（
ヒ
ー
）
と

テ
ィ
ー
ダ
（
テ
ィ
ー
ラ
）
の
二
系
統
が
あ
る
」
と
記
し
た
が
、
〈
御
十

日
十
様
〉
と
〈
御
十
天
道
十
様
〉
か
ら
、
テ
ダ
の
語
源
を
「
天
道
」
に
求

め
る
の
は
自
然
で
あ
り
、
無
理
が
な
い
。

ま
た
、
「
沖
縄
語
辞
典
」
（
国
立
国
語
研
究
所
、
一
九
六
三
年
）
に
太
陽

の
敬
称
と
し
て
。
三
ｓ
」
が
見
出
し
語
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
お
テ
ダ

（
御
太
陽
）
」
で
あ
る
か
ら
、
「
お
て
ん
と
う
さ
ま
」
の
「
お
て
ん
と
う
」

の
部
分
と
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）
」
（
小
学
館
）
の
「
て
ん
ど

亀
井
孝
「
日
本
語
系
統
論
の
み
ち
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）

所
収
「
テ
ィ
ダ
の
語
源
」
（
’
二
六
頁
～
’
一
一
七
頁
）
の
中
に
、
興
味
深

い
記
述
が
あ
る
の
で
引
用
し
よ
う
。

｛
Ⅲ
）
オ
ヒ
サ
マ
ー
．
太
陽
に
対
す
る
愛
称
の
か
た
ち
と
い
っ

た
ら
よ
い
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
、
こ
れ
よ
り
、

も
っ
と
し
た
し
み
の
ふ
か
い
感
じ
の
す
る
の
は
、
つ
ぎ
に
あ
げ
る
オ

テ
ン
ト
（
－
）
サ
マ
で
あ
る
。

（
Ⅳ
）
オ
テ
ン
ト
（
「
一
サ
マ
ー
．
Ⅲ
と
、
こ
の
Ⅳ
と
の
あ
ひ

だ
に
感
じ
ら
れ
る
気
分
の
ち
が
ひ
は
、
類
似
の
例
を
あ
げ
て
い
へ
ば
、

創
作
童
謡
と
ふ
る
い
子
守
唄
と
の
あ
ひ
だ
に
感
じ
ら
れ
る
、
あ
る
気

分
の
ち
が
ひ
に
似
て
ゐ
る
。

う
」
の
項
の
「
閃
圖
太
陽
・
お
日
様
」
を
見
る
と
、
「
て
ぃ
だ
ん
↓
沖
縄

県
与
那
国
島
」
「
て
ぃ
だ
ん
が
な
し
今
が
な
し
」
は
尊
敬
の
意
を
表
わ
す

接
尾
語
）
↓
沖
縄
県
石
垣
島
」
が
あ
っ
て
、
天
道
説
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に

な
る
方
言
語
形
が
見
ら
れ
る
の
で
、
補
足
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
天
道
説
で
一
つ
気
に
な
る
の
は
、
テ
ン
タ
ウ
（
天
道
）
と
テ

ダ
（
太
陽
）
を
結
び
つ
け
る
場
合
、
清
濁
が
食
い
違
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
亀
井
孝
「
テ
ィ
ダ
の

語
源
」
（
’
一
一
一
八
頁
～
’
三
九
頁
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

い
ま
や
、
こ
の
二
者
、
す
な
は
ち
、
《
テ
ィ
ダ
》
と
〈
天
道
》
と

の
で
き
る
だ
け
厳
密
な
ひ
き
あ
て
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
《
漢
字
で
「
天
道
」
と
書
か
れ
る
と
こ
ろ

の
語
の
そ
の
音
韻
の
面
に
お
け
る
か
た
ち
》
を
、
こ
の
か
た
ち
そ
の

も
の
の
た
め
に
、
つ
き
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、
資

料
の
関
係
で
、
室
町
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
、
そ
れ
が
《
テ
ン

タ
ウ
》
で
あ
っ
た
か
、
《
テ
ン
ダ
ウ
》
で
あ
っ
た
か
、
不
明
で
あ
る
。

「
天
道
」
の
用
例
は
き
は
め
て
多
い
け
れ
ど
も
、
「
道
」
に
声
点
を
ほ

ど
こ
し
た
例
を
知
ら
な
い
。
か
か
る
か
ぎ
り
、
漢
字
だ
け
で
書
い
て

あ
っ
て
は
、
は
じ
め
か
ら
問
題
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
か
り
に
カ
ナ

づ
け
が
あ
っ
て
も
、
ふ
る
い
文
献
で
は
、
清
濁
が
お
ほ
む
ね
、
分
明

で
な
い
。
た
だ
し
、
節
用
集
の
類
の
か
な
づ
け
を
は
じ
め
、
相
当
に

清
濁
を
書
き
わ
け
た
江
戸
初
期
の
資
料
の
例
に
つ
い
て
み
る
も
、
い

づ
れ
も
「
テ
ン
タ
ウ
」
「
天
た
う
」
「
て
ん
た
う
」
と
あ
っ
て
、
は
っ

き
り
《
テ
ン
ダ
ウ
》
と
み
と
め
う
べ
き
例
は
得
が
た
い
。
こ
れ
は
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
の
《
オ
テ
ン
ト
（
－
）
サ
マ
》
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「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
は
「
せ
と
」
表
記
（
一
三
例
）
以
外
に
、
「
せ
ん

と
う
」
表
記
（
二
例
）
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
大
和
の
セ
ン
ド
ウ
（
船
頭
）

亀
井
は
「
天
道
」
が
テ
ン
タ
ウ
か
テ
ン
ダ
ウ
か
、
そ
の
清
濁
を
文
献
資

料
で
追
求
し
、
テ
ダ
と
の
厳
密
な
対
応
を
論
証
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
が
、

’
七
世
紀
初
頭
の
「
日
葡
辞
書
」
に
は
「
天
道
」
が
テ
ン
ダ
ウ
と
濁
音
で

記
載
さ
れ
て
い
る
し
、
テ
ン
タ
ウ
か
ら
テ
ダ
ヘ
の
音
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
、

（
の
昌
目
↓
（
の
口
冒
↓
（
の
三
四
↓
（
の
ｇ
と
跡
づ
け
れ
ば
、
そ
の
可
能
は
テ

ン
の
ｎ
が
あ
る
の
だ
か
ら
大
き
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』

に
例
の
あ
る
漢
語
セ
ド
（
船
頭
）
に
注
目
し
た
い
。
『
お
も
ろ
さ
う
し
辞

典
・
総
索
引
（
第
二
版
）
』
は
、
こ
う
解
説
し
て
い
る
。

せ
と
（
船
頭
）
船
の
責
任
者
。
原
義
は
船
頭
で
あ
る
が
、
首
里
王

国
の
官
僚
機
構
の
中
で
職
制
化
さ
れ
た
職
名
と
し
て
は
、
勢
頭
の
字

か
し
ら

を
当
て
、
頭
役
の
意
に
使
わ
れ
て
い
る
。
王
国
時
代
の
沖
縄
で
は

格
式
の
高
い
職
掌
で
あ
る
。
「
せ
ん
と
う
」
に
同
じ
。

は
、
（
テ
ン
ダ
ウ
》
の
か
た
ち
に
さ
か
の
ぼ
る
よ
り
《
テ
ン
タ
ウ
》

の
か
た
ち
に
さ
か
の
ぼ
る
の
が
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、

こ
れ
は
、
す
ぐ
に
テ
ィ
ダ
を
〈
天
道
》
に
ひ
き
あ
て
る
こ
と
に
対
し

て
、
多
少
と
も
た
め
ら
ひ
を
感
ぜ
し
め
る
。
け
だ
し
、
テ
ィ
ダ
が
、

、
、
、

そ
の
語
源
の
ひ
き
あ
て
に
お
い
て
、
こ
の
か
た
ち
の
た
め
に
あ
ひ
て

と
し
て
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
、
む
し
ろ
、
〈
テ
ン
ダ
ウ
》
の
か
た
ち

で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
テ
ィ
ダ
と
《
テ
ン
タ
ウ
》
と
は
、
い

は
ぱ
エ
レ
ガ
ン
ト
な
対
応
を
し
め
さ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

が
セ
ド
ま
で
変
化
し
た
、
そ
の
最
初
と
最
後
の
語
形
が
「
お
も
ろ
さ
う
し
」

に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
セ
ン
ド
ウ
（
船
頭
）
か
ら
セ
ド
ヘ

の
縮
約
を
踏
ま
え
れ
ば
、
四
音
節
の
テ
ン
タ
ウ
（
天
道
）
が
二
音
節
の
テ

ダ
に
な
る
こ
と
は
十
分
あ
り
得
る
変
化
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

テ
ダ
の
語
源
を
「
天
道
」
に
求
め
る
の
は
漢
語
起
源
説
で
あ
る
が
、

『
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
見
ら
れ
る
漢
語
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
だ
ろ
う
。

高
橋
俊
三
「
お
も
ろ
さ
う
し
の
国
語
学
的
研
究
』
（
武
蔵
野
書
院
、
’
九

九
一
年
）
の
四
○
頁
に
漢
語
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
引
用

し
て
み
る
。「
か
く
ど
（
格
護
と
「
か
ほ
う
（
果
報
）
」
「
げ
す
（
下
司
）
」

「
け
・
け
い
（
気
）
」
「
く
れ
ん
ぼ
（
九
年
母
…
蜜
柑
の
一
種
）
」
「
ど

ん
げ
ん
（
権
現
と
「
ざ
し
き
（
座
敷
）
」
「
さ
に
（
算
）
」
「
ゑ
ん
か
く

じ
（
円
覚
寺
）
」
「
し
よ
（
主
）
」
「
す
ぢ
や
（
衆
生
と
「
す
る
ぎ

（
シ
ュ
ロ
木
）
」
「
せ
・
せ
い
（
精
）
」
「
ぜ
に
（
銭
と
「
せ
ん
（
千
）
」

「
せ
ん
ど
う
・
せ
ど
（
船
頭
と
「
だ
い
（
代
）
」
「
た
う
（
唐
）
」
「
た

き
や
（
大
海
）
」
「
ぢ
い
（
地
上
「
ち
て
に
（
地
天
）
」
「
ち
ゃ
う
す

（
上
手
と
「
て
く
（
梯
梧
）
」
「
て
に
（
天
）
」
「
て
に
ち
（
天
地
）
」

「
と
の
（
殿
）
」
「
な
ば
ん
（
南
蛮
）
」
「
な
む
ぢ
や
（
南
錬
…
銀
の
こ

と
）
」
「
の
さ
（
能
作
…
芸
事
）
」
「
は
ち
ら
（
八
郎
）
」
「
は
っ
（
初
）
」

「
ひ
や
く
さ
（
百
歳
）
」
「
ひ
や
し
（
拍
子
）
」
「
ぼ
う
さ
（
菩
薩
と

「
ほ
と
け
（
仏
）
」
「
ま
ん
（
万
）
」
「
み
ぢ
や
（
御
駄
…
馬
）
」
「
み
や

う
ぶ
（
屏
風
と
「
み
し
や
く
（
御
杓
）
」
「
や
に
（
様
に
）
」
の
よ
う

な
漢
語
（
和
製
漢
語
も
含
む
）
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
本
土
経
由
の
語
で
あ
る
。

８
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テダ（太陽）の語源

と
判
断
さ
れ
、
受
け
入
れ
に
く
い
。

③
「
天
道
」
が
「
太
陽
」
の
意
に

〈
御
十
天
道
十
様
〉
の
関
係
か
ら
魂

①
テ
ダ
（
太
陽
）
の
語
源
を
外
国
語
に
求
め
る
の
は
日
本
語
と
同
系
と
認

め
ら
れ
た
言
語
が
な
い
の
で
、
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

②
テ
ー
プ
（
照
）
説
は
、
四
段
動
詞
の
未
然
形
が
名
詞
に
な
る
の
は
他
動
詞

に
偏
っ
て
い
る
な
か
、
「
照
る
」
は
四
段
自
動
詞
な
の
で
、
そ
れ
に
背

反
す
る
。
ま
た
、
ｄ
と
ｒ
の
交
替
現
象
は
ｄ
↓
ｒ
が
多
く
、
ｒ
↓
ｄ
は

例
が
少
な
い
。
よ
っ
て
、
テ
ラ
（
照
）
説
が
成
り
立
つ
蓋
然
性
は
低
い

右
の
う
ち
、
「
か
く
ど
（
格
護
と
は
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
例
が
見
当

た
ら
な
い
（
琉
歌
や
組
踊
に
は
例
が
あ
る
）
。
ま
た
、
「
と
の
（
殿
と
「
は

っ
（
初
と
「
ほ
と
け
（
仏
）
」
は
漢
語
で
は
な
い
か
ら
除
く
必
要
が
あ
る

し
、
「
精
」
字
を
当
て
て
い
る
「
せ
・
せ
い
（
精
と
は
本
当
に
漢
語
と
見

な
し
て
よ
い
の
か
な
ど
、
再
考
を
要
す
る
語
も
あ
る
。
だ
が
、
『
お
も
ろ

さ
う
し
」
に
漢
語
が
結
構
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
よ
っ
て
、

漢
語
起
源
の
テ
ダ
（
天
道
）
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。

以
上
、
検
討
を
加
え
た
結
果
、
天
道
説
は
他
説
と
比
べ
て
み
て
、
最
も

無
理
が
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。

こ
こ
で
論
じ
た
内
容
を
最
後
に
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
る
。

お
わ
り
に

陽
」
の
意
に
な
る
の
は
、
〈
御
十
日
十
様
〉
と

の
関
係
か
ら
理
解
で
き
る
。
テ
ン
タ
ウ
（
天
道
）

↓
テ
ダ
の
音
変
化
に
つ
い
て
は
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
セ
ン
ド
ウ

（
船
頭
）
を
セ
ド
と
書
い
た
例
が
あ
り
、
そ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
納
得
が

い
く
。
テ
ダ
の
語
源
は
、
天
道
説
の
可
能
性
が
最
も
大
き
い
と
の
結
論

に
至
っ
た
。

（
ま
み
や
あ
っ
し
・
文
学
部
教
授
）
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